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本日の内容

前半 地域でつながる

１．リージョナル・マネージメント

２．地域内の取組がつながる − 点から面へ −

３．LEADERの普及

後半 地域と地域がつながる

４．ノウハウを伝える （つながりの度合い：弱 難易度：☆）

５．取組と取組を束ねる （つながりの度合い：中 難易度：☆ ☆）

６．合同で事業に取り組む （つながりの度合い：強 難易度：☆ ☆☆）

７．まとめ
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都市を含む持続可能な発展が、
農村のエコロジーと社会、

文化、経済の発展と
切り離せないという考え方

前半 地域でつながる

1. リージョナル・マネージメント

(1) 持続可能な地域発展の考え方

図. 報告者構成。ズスト作図。農林水産政策研究所  飯田恭子
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1. （2） リージョナル・マネージメントとは

初出：農林水産政策研究所シンポジウム 2015年 3月 9日  
「ドイツにおける地域振興プロジェクトの実態」 飯田恭子
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1. 本報告では、ローカル・アクション・グループ（LAG） が、

LEADER 事業を円滑に実施できるよう、マネージメントすることをさす。

リージョナル・マネージャーが、そのコーディネートを担う。

また、リージョナル・マネージャーとアシスタント等を含むチーム、

事務所等の拠点もリージョナル・マネージメントと呼ぶ。

2. 「リージョナル・マネージメント」という用語は、

地域振興の多岐にわたるテーマ、施策、場面で用いられ、

その解釈も様々である（Schäffer 2003）。



1. （3）農村政策のあり方を検討 −トップダウンの農村振興政策への懐疑−

課題 （1960年代から議論）

・都市と農村の格差是正 （経済的な側面に重点）

論点（1980年頃には、農村の多様性が着目されるように）

1) 欧州各地の社会、経済、文化、自然環境等に適した農村振興とは？

・気候や土壌等、農林業の生産条件に配慮

・都市からの距離、交通・物流のインフラ整備状況に配慮

・政治、社会・経済基盤の発展状況に配慮

・社会・文化的な状況に配慮

・自然、ランドスケープ、生態系等に配慮

2) 農村振興政策と、雇用政策との違いは何か？

3) 農村のアイデンティティの危機にどう対応するか？（社会・文化的な側面）

農村の近代化への疑問（当時は、農村に都市的な仕事や、生活スタイルを画一的に普及させていた）

欧州の多様な
農村地域に

適した施策とは？

・ 企業の撤退と失業
・ 地方公共団体の財政難
・ 農業と手工業の弱体化
・ 地域特性・文化の喪失
・ 環境問題

参考文献
Fuchs (1966) Macht Euch die Stadt zum Bilde, Pfaffenweiler.

Ipsen (1997) Raumbilder, Pfaffenweiler. 
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LEADERとは？

・ EUの農村振興政策の助成事業である

・ 自治体の垣根を越えてLEADER地域をつくる

・ 農村振興戦略・計画をボトムアップの方法でつくり、

実施し、評価する

・ 約7年間の予算がある

・ ローカル・アクション・グループ （LAG） が

地域の人々による農村振興の取組・事業や、

 助成事業（LEADER事業、それ以外の助成事業）を

サポートし、それらの連携を図る

→ リージョナル・マネージメント

・ ローカル・アクション・グループ （LAG） が

LEADER事業の担い手になる地域、ならない地域がある

1. （4） LEADERの概要

農林水産政策研究所  飯田恭子
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図．LEADERプログラム／LEADER

資料：報告者作成．

注：本資料では、次の用語を使用する。
LEADERプログラム／LEADER：

LEADERの補助事業全体
LEADER事業：LEADERプログラムのうち、

個別の助成事業

LEADER

事業
LEADER

事業
取組

LAG
LEADER

事業

LEADER地域

事業・
さまざまな
助成事業
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1. (5) 地域らしさを見つける

EUのLEADER地域は 『小さな社会』
・ 地域への帰属意識
・ 伝統
・ 共通の要望
・ 人口は1万人〜15万人

【地域らしさを活かせる事業テーマ】
・ 地域ブランド（特産品のマーケティングなど）
・ 地産地消
・ 農村観光
・ 風景（景観）の保全 etc.

【詩的な場所】
新しいことに積極的に取り組もうという
雰囲気のある地域には、
地域のシンボル的な場所がある。
詩的な場所は、共通の帰属意識の拠り所として、
人々の協働を促している（Ipsen 2006）

写真、図書のページ、地図、国旗、ロゴ等の転載はご遠慮ください。
内部資料としてお取り扱いください。（肖像権、著作権をクリアしていません）



1. （6） ローカル・アクション・グループの一例 （LAG 自然・生物圏ロエン）

リージョナル・マネージメント / リージョナル・マネージャーと事務局

図. 自然・生物圏ロエンのLAG

地域のステークホルダーが、ローカル・アクション・グループ（LAG）を結成し、地域振興戦略を策定する。
LAGは、LEADER事業を選考し、事業の担い手をサポートしたり、担い手の連携を促したりする（これらの
役割は、リージョナル・マネージメントと呼ばれる）。自らがLEADER事業を実施することもある。
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芸術家のカフェ

農家建築を改修。

展覧会、コンサート、演劇鑑賞

柳の木陰を

カヌーで旅する
カヌーを降りて

川辺のカフェで休憩

川沿いの住民に呼びかけ、複数の農家や古城にカフェと民泊を整備する。
市町村の境を越えて、カヌーに乗って、田園ツアーができるようになる。

図. Weser-Diemel地域のLEADER事業, 
報告者撮影（1999年）
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2. 地域内の取組がつながる − 点から面へ −
（1）川沿いで多くの農家や住民がカフェ・民泊を整備

写真、図書のページ、地図、国旗、ロゴ等の転載はご遠慮ください。
内部資料としてお取り扱いください。（肖像権、著作権をクリアしていません）



2. (2) リージョナル・マネージメントが地域づくりを成功させるカギ

1) 地域の人々がLEADERの助成事業を行う

 自らの活動が、地域に与える影響や、

効果に視野を広げていく ⇒ 利他的になる

2) 多様な人々や組織が連携し、

継続的に農村振興を行う意味

⇒ 1990年代 助成事業の担い手がLAGと連携

⇒ 2010年代 地域内で事業間の連携が構築

取組が、点から面へとつながる

⇒ 地域の人々が信頼でつながる

自発的な協力によって効率性がアップ。

地域づくりがどんどん盛り上がる（好循環）

農林水産政策研究所  飯田恭子
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【LEADERプログラムの成功要因】

Ipsen et al. (1999), 飯田 (2014)

ローカル・アクション・グループの設置で、

リージョナル・マネージメントを

誰が担うかがはっきりした

【ローカル・アクション・グループの役割】

飯田 (2014), 市田(2017)

・ 農村振興の取組の実施主体

・ 多様な主体の取組や連携を補助・調整

LEADERとは

「農村経済発展のための活動の連携」

という意味のフランス語の略語である。

主な役割は、伴走支援と中間支援



3. LEADERの普及
（1）州レベルでの普及

1980年代
・ 州独自に、ボトムアップの手法を用いた

農村地域政策を実施していた

1991年 EU が、LEADERプログラムを始めた

【ヘッセン州におけるLEADER地域の普及】

1991 年〜 6 地域のLAGが実施（開始時は、2地域）

1999 年〜 8 地域のLAGが実施

2007-2013 年期 20 地域のLAGが実施（他5地域が、州独自の施策を実施）
→ この頃、州の農村地域の全域にLAGが普及

2014-2022 年期 24 地域のLAGが実施 （コロナ禍で2年延長）

2023-2027 年期 25 地域のLAGが実施
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都市部

資料：BBR Bonn 2000.
注：居住地における人口密度及び、市町村における居住地と交

通用地の密度に基づき、１９９３年に指定。人口150.000人以
上の市町も指定される。2015年のデータでは、市町合併が
更新されるが、指定地域に変更はない。

図. ドイツの都市部（左：過密地域）と321のLEADER地域（右、2014-2022年期）

●321のLEADER地域（2014年-2022年期）
資料： https://www.netzwerk-laendlicher-
raum.de/fileadmin/sites/ELER/Dateien/05_Service/Publ
ikationen/LEADER-Flyer/flyer_leader_Karte.pdf

2023-2027年期：
・ドイツに372地域ある
・全国の農村地域に普及している

【目的】
開始時からの目的：
・多様な所得獲得手段を創出
・都市と農村の経済格差を是正
・人口流出を防ぐ

事業の普及に伴い高まる期待：
EUはコミュニティ主導（ボトムアップ）の
地域振興戦略に期待

【事業テーマの変化】
⚫ 1990年代 Jasper et al. (1997）

地域ブランド、地産地消、
農村観光、起業支援など

⚫ 2010年頃〜 飯田 (2014)

少子高齢化対応、気候変動対策
などの分野にも広がる

3. (2） 国レベルでの普及

農林水産政策研究所  飯田恭子 11写真、図書のページ、地図、国旗、ロゴ等の転載はご遠慮ください。
内部資料としてお取り扱いください。（肖像権、著作権をクリアしていません）



図. LEADERの7つ道具（LEADERメソッド）

資料：EC (2006) The Leader approach, Fact sheet, Luxembourgに基づき、
飯田恭子による構成、riecoによる作図。

参考：飯田他（2022）『集まって話しあう 日本とヨーロッパの地域づくり』筑波書房．

• LEADERでは、「何」をする

必要があるかではなく、

「どのように」する

必要があるかという、やり方が求められる

• ７つ道具は、セットで用いると、

地域づくりの好循環がうまれる

• 地域でつながると（図の①～⑤）

地域が活性化された状態が続く

→ 重要！

LEADERの普及に伴い

地域と地域のつながりが本格化（図の⑥と⑦）

（1）ノウハウを伝える（つながりの度合い：弱）

（2）取組と取組を束ねる（つながりの度合い：中）

（3）合同で事業に取り組む（つながりの度合い：強）

3. (3) 「地域でつながる」「地域と地域がつながる」
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写真、図書のページ、地図、国旗、ロゴ等の転載はご遠慮ください。
内部資料としてお取り扱いください。（肖像権、著作権をクリアしていません）



初出：農林水産政策研究所シンポジウム 2015年 3月 9日  
「ドイツにおける地域振興プロジェクトの実態」 飯田恭子
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後半 地域と地域がつながる
4. ノウハウを伝える（つながりの度合い：弱）
（１） ローカル・アクション・グループの連合会

連合会の組織形態

ヘッセン州内のローカル・アクション・グループ
の連合会。
フォーゲルスベルク地域のローカル・アクショ
ン・グループが代表を務める（フォーゲルスベ
ルク地域は1991年に設立） 。

NPOの様なフェアアインという組織（e.V.）。

25件程のローカル・アクション・グループが加盟。

連合会の活動内容

• リージョナルマネージャーの会合（約6週間毎）

• LEADER事業のノウハウを共有

• LAG運営のノウハウを共有

• 地域振興の手法を研修

• 地域間交流と共同LEADER事業の実施

• 州政府と事業実施について、組織的に
意見交換（ガイドライン等の設計など）

図 ヘッセン・リージョナルフォーラム連合会 資料：筆者作成

農林水産政策研究所  飯田恭子

写真、図書のページ、地図、国旗、ロゴ等の転載はご遠慮ください。
内部資料としてお取り扱いください。（肖像権、著作権をクリアしていません）

連合会の事例
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4. (2)  ヘッセン・リージョナルフォーラム連合会の会合・研修会

新地域振興戦略の策定にむけた研修

参加者：
• リージョナルマネージャー 21名
• LEADER事業のリーダー 7名

研修・情報交換の内容
• 地域振興戦略策定のノウハウ
• LEADER事業設計のノウハウ
• 各種補助金に関する情報

テーマ（3分野・9事業）
1. エネルギー：

・ 電気自動車の住民カーシェアリング
・ 風力発電パークの合意形成

2. 少子高齢化対策：
・ 食料品へのアクセス
・ 農村における医師の確保
・ 空き不動産の活用計画
・ 多世代シェアハウス
・ 住民イニシアティブによる相互扶助

3. 青少年育成：
・ 若者の家運営
・ ボランティアの読み聞かせを通した

移民青少年育成

写真： 2014年１月23日・24日の研修会, Vogelsbergにて

農林水産政策研究所  飯田恭子 写真、図書のページ、地図、国旗、ロゴ等の転載はご遠慮ください。
内部資料としてお取り扱いください。（肖像権、著作権をクリアしていません）

連合会の事例
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4. (3) 研修会での発表内容

ノウハウ伝達の内容
（LEADERの助成事業ごとにスライドを発表し、質疑応答）

1. 事業の概要

2. 目的

3. 背景とSWOT分析

4. イノベーション

5. アイデアが生まれた経緯

6. 担い手と役割分担

7. 活躍した人材

8. 実施プロセス

9. 費用と財源

10. 助成金の種類と助成対象

11. 費用の自己負担分の捻出方法

12. 得られた支援

13. 困難だったこと

14. リージョナル・マネージメントの役割

15. LEADERメソッドの機能の有無

16. 今後の実施者へのアドバイス

図. 農村地域振興事業の実施ノウハウ事例集、連合会のHPに掲載。報告者による執筆。

農林水産政策研究所  飯田恭子

写真、図書のページ、地図、国旗、ロゴ等の転載はご遠慮ください。
内部資料としてお取り扱いください。（肖像権、著作権をクリアしていません）

連合会の事例
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図．ロエンの農風景
資料：報告者撮影

図. 総合ブランドロエンの商標
資料：飯田・大橋（2024）．

ロエンの愛称
「遠くまで広がる大地」 

5. 取組と取組を束ねる（つながりの度合い：中） 事例１
 (1) 地域ブランドのアンブレラ・ブランドを構築

・ 生物圏保存地域ロエンでは、

3つのローカル・アクション・グループが活動している

・ 「総合ブランドロエン」をアンブレラ・ブランドとして

商標登録し、活用している

写真、図書のページ、地図、国旗、ロゴ等の転載はご遠慮ください。
内部資料としてお取り扱いください。（肖像権、著作権をクリアしていません）

アンブレラ・ブランドの事例
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商標「総合ブランド・ロエン」の利用状況

・会員数： 約 300

・商標ラベルを表示：

約 200 のパートナー経営体

・農家、加工業、飲食・旅館業、企業、

自治体（82市町村・人口約20万人）

図． 商標Webサイトにおけるパートナー経営体の一覧

5. (2) アンブレラ・ブランドによる情報発信

写真、図書のページ、地図、国旗、ロゴ等の転載はご遠慮ください。
内部資料としてお取り扱いください。（肖像権、著作権をクリアしていません）

アンブレラ・ブランドの事例
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図. ロエンにおける地域商標を活用した地域ブランド構築と品質情報の発信
資料：飯田・大橋（2024）．先行研究と聞き取り調査に基づき報告者作成．

5. (3) アンブレラ・ブランドの構築過程

 異なるグループの取組を商標により「傘がけ」

アンブレラ・ブランドの事例
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・2021年には、7地域に各社があった
・4地域が設立中、8地域が検討中であった

7社の合計：
・3,900の出資者
・1,300万ユーロの出資
・130の有機農業経営が参加
・販売額は年間3億ユーロ

・2021年にローカル・アクション・グループの
全国会議で取組が紹介された

・2022年以降、「地域の価値 株式会社」の
経営モデルが、ドイツ全土に広がる

・環境先進都市 フライブルクが

取組の発祥地

・2006年、市民が地域のための

有機農業支援を目的に

「地域の価値 株式会社」 を設立

有機農業に特化して、

①地産地消

②農業経営への投資

③農用地の取得と営農委託

④後継者のいない経営の購入

⑤経営者探し

⑥経営助言

2021年

図. 地域の価値 株式会社の分布
注：上の図2021年、下の図2022年。
緑色の濃い順に、設立済、準備中、検討中．
資料：上の図資料：Rech, C. (2021) Gründungsvorbereitung für die Regionalwert AG Münsterland im Projekt regionaler
Wertschöpfungsraum, Green Deal in LEADER – Teil II, DVS, Bonn. 2021年4月13日ライブ配信の内容を、報告者が仮訳。
下の図 https://regionalwert-impuls.de

↓

2022年

資料：https://www.maff.go.jp/primaff/koho/seminar/2022/attach/pdf/220621_02.pdf

5. 取組と取組を束ねる（つながりの度合い：中） 事例２

（4） 市民による地域のための有機農業支援（飯田，2023）

写真、図書のページ、地図、国旗、ロゴ等の転載はご遠慮ください。
内部資料としてお取り扱いください。（肖像権、著作権をクリアしていません）

市民による有機農業支援の事例



◯ 会社の目的 （①と②は同等に重要）

① 社会と環境・生態系の価値を高めること

② 経済的な利益の追求

◯ 会社の資本・収入

• 市民が購入した株式により形成された資本を利用

• 会社の収入は、主に農用地の賃料と株式による

• 有機農家が創造した地域の価値を専門チームが評価し、

評価書の配布をもって株主還元とみなす。

5. (5) 地域の価値株式会社の目的と特徴

資料：ドイツ連邦農業・食料庁の機関紙、Freese, J.  (2017) Regionalwert AG, DVS : Deutsche Vernetzungsstelle Ländliche Räume in der 
Bundesanstalt für Landwirtschaft und Ernährung, LandInForm, Ausgabe 7:pp18-19.の内容を、報告者が仮訳。

図. 地域の価値株式会社の共通のロゴマーク
注：上記ロゴマークは、地域の価値株式・フライブルクのもの
資料：https://www.regionalwert-ag.de/detail/die-aktie/
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市民による有機農業支援の事例

写真、図書のページ、地図、国旗、ロゴ等の転載はご遠慮ください。
内部資料としてお取り扱いください。（肖像権、著作権をクリアしていません）
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図. 地域の価値株式会社によるパートナー経営体の支援

図上 ： 有機農家が受けられるサービス

図下 ： 有機農家の受け入れ条件 （農家の経営には、介入しない）

5. (6) 地域の価値株式会社の仕組

資料：Rech, C. (2021) Gründungsvorbereitung für die Regionalwert AG Münsterland im Projekt regionaler Wertschöpfungsraum, Green Deal in 
LEADER – Teil II, DVS, Bonn. 2021年4月13日ライブ配信の内容を、報告者が仮訳。

イベント・行事
での広告

マーケティング、
取引 生産品

助言、
ノウハウ

後継者探し

事業への
融資

持続可能性の分析
レポート（透明性の確保）

ライセンス
料金

持続可能性
基準の遵守

（地域-有機-フェア）

地域の価値
パートナー経営体

写真、図書のページ、地図、国旗、ロゴ等の転載はご遠慮ください。
内部資料としてお取り扱いください。（肖像権、著作権をクリアしていません）

市民による有機農業支援の事例
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事例１ ヨーロッパ文化の道の利用を推進 （2000年頃～現在）

地域と地域が互いの文化を尊重し、欧州の平和を維持することが目的である。

東欧（ウクライナのキーウ）から

西欧（スペインのサンティアゴ・デ・コンポステーラ）まで続く、

地域と地域をつなぐ歴史的な街道の利用を推進する。

ドイツ国内では、街道沿いのLEADER地域が合同事業を実施

・街道に関する文化事業を計画するための合同ワークショップ

・観光スポット、宿泊施設のバリアフリー化

・観光ガイドブックとバリアフリーマップの公開

困難さ：参加する地域が多い。地域によっては、政治・社会・経済が変化する。

この事例では、紛争の勃発により、街道の一部が閉鎖。

６．合同で事業に取り組む 事例１ （つながりの度合い：強 難易度：☆ ☆☆）
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事例２ ヘッセン州内の６地域による「乗り合いシステム」の開発

・通学・通勤圏が共通する６つのLEADER地域による合同事業。

・ローカル・アクション・グループ、3つの郡（注：郡は、日本の県に相当）、
郡内の全市町、公共交通機関が合同事業に参加。

・農村地域において公共交通機関を円滑に乗り継げるよう、
「自家用車の乗り合いシステム」を開発。

段階１ ： 実現可能性調査（2016年）

段階２ ： システム開発と市民への周知（2017年～2019年頃）

困難さ ： 業界の意向に沿わなかった？

大手自動車メーカーによるシステム開発者（スタートアップ企業）の買収。

システムの実用には至らず（理由は不明）。

６．合同で事業に取り組む 事例２ （つながりの度合い：強 難易度：☆ ☆☆）
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７．まとめ

前半 地域でつながる （地域における中間支援）

・「地域への帰属意識」が、取組と取組をつなげる。

後半 地域と地域がつながる （地域内の中間支援と、地域間の中間支援が、同時進行）

① ノウハウを伝える （つながりの度合い：弱 難易度：☆）

・研修会等では、多少のノウハウは伝わる（第１段階）。

・事業の実現には、実務者レベルの視察や交流が効果的である（第２段階）。

② 取組と取組を束ねる （つながりの度合い：中 難易度：☆ ☆）

・同じ課題に取り組む複数の地域がつながると、効果的に取り組みを進められる。

・各地域が、それぞれの事情に応じて取組の内容をカスタマイズできる（柔軟性あり）。

③ 合同で事業に取り組む （つながりの度合い：強 難易度：☆ ☆☆）

・多くの地域が一つの事業に合同で取り組むと、社会・経済・政治の変化に対応しづらい。



遠野

綾町

京丹後市
宇川地区

【綾町】
「AYA SCORE（アヤスコア）」を活用した
助け合いのまちづくり...................佐々木宏樹・浅井真康

【遠野市】
市民コミュニティと健康づくり...............................平形和世

【京丹後市宇川地区】
「つながるミーティング」 ..................國井大輔・田中淳志

【岩手・山形・長野】
「エネルギーまちづくり」 .......................................竹内昌義

【山形】
「やまがた自然エネルギーネットワーク」........三浦秀一

地元の課題に創意工夫して取り組もう！

集まって話しあいながら、地域づくりのステップを登る

書き込み式プリント付き

＊ 本研究はJSPS科研費JP19H03068の助成を受けました。

ドイツ

長野

山形

ドイツ、フランス、フィンランドのLEADER
飯田恭子・浅井真康・市田知子・須田文明編著
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